
73

◆環境課
☎587－ 6003
℻   587 － 3834

毎月第 4土曜は
 廃食油回収の日

10 月 23 日㈯　午前 10 時～午後 1時
回収会場：市役所別館（旧コミセンや
す）横電話ボックス付近
回収物：廃食油、牛乳パック、アルミ缶
環境課☎ 587 － 6003、エコロジー

マーケットやすの会・増村☎ 586 －
1441

　　第 6回リユース物品の展示および無償譲渡会
　粗大ごみ等の減量をめざし、物品のリユース（再利用）の推進を
図るため開催します。ごみとして処分するのではなく、まだ使える
リユース物品として展示します。
日時…10 月 31 日㈰午前 10 時～ 11 時
場所…（仮称）野洲市リユースセンター（西河原 2419・旧消防署車庫）
対象物品…家具類、チャイルドシート、食器類、陶磁器類、バッグ類
譲渡対象者…市内在住者
譲渡申込方法…①午前 10 時～ 11 時に希望するリユース品に対し 1
人第 3希望まで申し込みをします。②午前 11 時に譲り渡す人を決
定します。（複数申し込みがある物品については抽選）
注意事項…引き渡し後のリユース物品は返品不可。リユース物品の
瑕疵責任は負いません。リユース物品の第三者への譲渡は禁止します。

　

１
万
４
１
４
６
ト
ン
。

　

こ
れ
は
、
市
内
で
平
成
21
年
度

１
年
間
に
排
出
さ
れ
た
ご
み
（
一

般
廃
棄
物
）
の
総
量
で
す
。
平
成

20
年
度
に
比
べ
て
836
ト
ン（
6.3
％
）

も
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
の
量
に

は
企
業
・
事
業
所
な
ど
の
産
業
活

動
に
伴
う
産
業
廃
棄
物
は
含
ま
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

平
均
す
る
と
一
人
当
た
り
年
間

約
280
㎏
も
の
ご
み
を
排
出
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
ご

み
の
処
理
に
係
る
経
費
は
年
間
約

８
億
円
を
超
え
て
お
り
、
ご
み
排

出
量
の
増
加
は
当
然
処
理
経
費
の

増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
ご

み
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

大
切
な
こ
と
は
『
３
Ｒ
の
推

進
』
で
す
。
３
Ｒ
と
は
ご
み
を
減

ら
し
循
環
型
社
会
を
め
ざ
す
３
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
す
。

つ
目
の
Ｒ
は
「
リ
デ
ュ
ー

ス
」（
排
出
抑
制
）
で
す
。

　

必
要
の
無
い
も
の
は
買
わ
な

い
、
使
い
捨
て
な
ど
ご
み
に
な
る

も
の
は
使
用
し
な
い
な
ど
、
ご
み

の
発
生
そ
の
も
の
を
減
ら
そ
う
と

い
う
方
法
で
す
。
パ
ッ
ク
売
り
で

は
な
く
必
要
な
量
を
ば
ら
売
り
で

買
う
と
か
良
い
家
具
を
長
く
使
う

な
ど
の
考
え
方
で
す
。

つ
目
の
Ｒ
は
「
リ
ユ
ー
ス
」

（
再
利
用
）
で
す
。

　

ご
み
と
し
て
処
理
す
る
の
で
は

な
く
、
洗
浄
や
修
理
を
し
て
も
う

一
度
使
う
こ
と
で
す
。
ビ
ー
ル
び

ん
や
牛
乳
び
ん
等
は
リ
ユ
ー
ス
の

代
表
で
す
。
野
洲
市
で
も
活
用
可

能
な
粗
大
ご
み
等
を
（
仮
称
）
野

洲
市
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
で
定
期

的
に
無
償
譲
渡
し
て
い
ま
す
。

つ
目
の
Ｒ
は
「
リ
サ
イ
ク

ル
」（
再
生
利
用
）
で
す
。

　

ご
み
と
し
て
処
理
す
る
の
で
は

な
く
、
原
料
に
再
生
利
用
す
る
こ

と
で
す
。
野
洲
市
で
も
新
聞
、
雑

誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古
布
、
カ
ン
、

び
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
容

器
な
ど
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま

す
。

　

今
月
か
ら
、
指
定
ご
み
袋
等
の

手
数
料
を
値
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
ご
家

庭
で
も
３
Ｒ
を
推
進
し
、
ご
み
の

抑
制
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

３
Ｒ
の
推
進
で
ご
み
の
抑
制
を

無償譲渡会の展示品

１２３

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
教
習
会

　
　
　
　

受
講
者
募
集
！

　
「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」
は
、
ガ
ソ
リ

ン
な
ど
燃
料
の
消
費
を
抑
え
た
運
転

方
法
。
つ
ま
り
省
エ
ネ
運
転
で
す
。

受
講
後
は
、「
野
洲
市
エ
コ
ド
ラ
イ

ブ
推
進
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
、
市
内

で
の
普
及
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
…
11
月
12
日
㈮
午
前
９
時
〜
午

後
３
時

会
場
…
中
主
防
災
コ
ミ
セ
ン
２
階
防

災
研
修
室

対
象
…
今
後
、
市
内
に
お
い
て
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
活
動
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
市
内
在
住
・
在
勤
者
で

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
後
３
年

以
上
経
過
し
て
い
る
人
、
先
着
15
人

内
容
…
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
指
導
に
よ
る
体
験
実
習
、

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
効
果
に
つ
い
て
の

講
習

主
催
…
環
境
基
本
計
画
推
進
会
議｢

水
と
緑
・
安
心
の
野
洲｣

、
環
境
課

受
講
料
…
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
…
11
月
５

日
㈮
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
、
所
属
し
て
い
る
団

体
ま
た
は
事
業
所
が
あ
れ
ば
そ
の
名

称
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
環
境
課
、
Ｅ
メ
ー
ル

kankyou@
city.yasu.

lg.jp
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「
三
上
山
下
古
墳
」
と
甲
山
古
墳

【10 月の休館日】月曜・火曜日　※ 11 日は祝
日開館
◆秋期企画展「史跡大岩山古墳群の全貌」
／ 10月 2日㈯～ 11 月 23 日㈷
◆野洲の歴史入門講座②「大岩山古墳群と
その時代」／ 10 月 14 日㈭午後 2 時～ 4
時　講師…杉本源造（市文化財保護課）※当
日受付・要資料代
◆記念講演会「林ノ腰古墳と大岩山古墳群」
＆現地ウォーク／ 10 月 16 日㈯午後 2 時
～ 4時 30 分　講演後、甲山古墳・円山古墳・
天王山古墳・大塚山古墳を案内／対象…どな
たでも／講師…辻川哲朗さん（県文化財保護
協会）／申し込み…電話にて同館
◆記念講演会／ 11 月 6 日㈯午後 2時～ 4
時 30 分　「大岩山遺跡群発見学史」花田勝広
（市文化財保護課）／「近江の古墳と大岩山古
墳群」細川修平さん（県教育委員会）
◆陶芸作品・穴窯焼成のご案内［博物館友
の会陶芸部］　作品搬入…11 月 14 日㈰まで／
焼成期間…11 月 17 日㈬～ 23 日㈷／参加費…
一口 5,000 円（粘土 3㎏・焼成費用含む、友の
会に要入会）

　

大
岩
山
古
墳
群
は
、
小
篠
原
、

冨
波
、
辻
町
に
所
在
す
る
８
基
の

古
墳
（
甲
山
古
墳
、
円
山
古
墳
、

天
王
山
古
墳
、
冨
波
古
墳
、
古
冨

波
山
古
墳
、
亀
塚
古
墳
、
大
塚
山

古
墳
、
宮
山
２
号
墳
）
の
総
称
で

す
。
１
９
４
１
（
昭
和
16
）
年
に

甲
山
古
墳
、
円
山
古
墳
が
国
の
史

跡
指
定
を
受
け
、
１
９
８
５
（
昭

和
60
）
年
に
は
残
り
の
６
基
が
追

加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
岩
山
古
墳
群
の
桜
生
地
区
古

墳
整
備
事
業
は
、
１
９
９
３
（
平

成
５
）
年
度
か
ら
２
０
０
０
（
平

成
12
）
年
度
の
８
年
間
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
古
墳
を
整

備
す
る
た
め
、
事
前
に
発
掘
調
査

を
行
っ
た
結
果
、
桜
生
史
跡
公
園

内
の
各
古
墳
の
正
確
な
墳
丘
規
模

や
石
室
内
部
の
石
棺
、
石
棺
内
外

の
出
土
遺
物
な
ど
か
ら
多
く
の
知

見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

中
で
も
甲
山
古
墳
は
、
丘
陵
の

北
西
端
に
立
地
す
る
直
径
約
30

ｍ
、
高
さ
８
ｍ
の
円
墳
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
築
造
年
代

は
６
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
西
側
に
向
い
て
開
口
す
る
横

穴
式
石
室
は
、
全
長
約
14
ｍ
に
も

な
り
ま
す
。

　

も
ろ
い
花
崗
岩
の
風
化
土
壌
を

基
盤
と
す
る
丘
陵
が
侵
食
さ
れ
、

石
室
内
に
多
量
の
土
砂
が
流
れ
込

ん
で
い
た
た
め
、
１
９
９
４
（
平

成
６
）
年
度
の
発
掘
調
査
の
際
に

は
、
西
側
の
入
り
口
か
ら
は
石
室

内
部
へ
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
石
棺
を
安
置
す
る
玄
室

に
は
、
熊
本
県
宇
土
半
島
馬ま
か
ど門
産

の
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
を
く
り
抜
い

た
家
形
石
棺
が
置
か
れ
て
い
ま
し

た
。
家
形
石
棺
の
大
き
さ
は
、
た

て
２
・
60
ｍ
、
よ
こ
１
・
56
ｍ
、

高
さ
１
・
12
ｍ
で
す
。
石
棺
の
内

外
面
に
は
手
斧
の
加
工
痕
が
残

り
、
石
材
表
面
は
赤
色
の
顔
料
が

塗
布
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
分
析
調

査
の
結
果
、
赤
色
顔
料
は
水
銀
朱

と
ベ
ン
ガ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

石
棺
内
の
遺
物
は
す
で
に
持

玉
県
行
田
市
の
埼
玉
将
軍
山
古

墳
、
和
歌
山
市
の
大
谷
古
墳
か
ら

の
出
土
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
甲
山
古
墳
出
土
の
馬
甲
が
３

例
目
と
な
り
ま
す
。
お
隣
の
韓
国

で
は
釜
山
市
や
慶
尚
南
道
な
ど
か

ら
15
例
の
発
見
が
あ
り
ま
す
。

　

１
８
９
８
（
明
治
31
）
年
、「
三

上
山
下
古
墳
」か
ら
銅
鏡
２
面（
獣

帯
鏡
）
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の

銅
鏡
２
面
は
、
６
世
紀
中
葉
の
年

代
で
、
同
型
鏡
が
群
馬
県
高
崎
市

の
綿
貫
観
音
山
古
墳
と
韓
国
公
州

市
の
武
寧
王
陵
（
百
済
王
）
か
ら

各
１
面
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
「
三
上
山
下
古
墳
」
の
位
置
は
、

京
都
帝
国
大
学
の
梅
原
末
治
氏

が
、
そ
の
著
作
の
中
で
述
べ
て
い

甲山古墳の石室

ま
す
。
そ
の
場
所
は
「
広
い
意
味

の
三
上
山
の
麓
と
も
云
う
べ
き
位

置
に
あ
る
」と
し
て
い
ま
し
た
が
、

後
日
「
大
岩
山
の
あ
る
小
篠
原
」

に
訂
正
し
て
い
ま
す
。

　

地
元
桜
生
の
方
々
の
昔
の
聞
き

取
り
調
査
に
よ
る
と
、
明
治
31
年

頃
に
石
室
が
開
い
て
い
た
大
型
古

墳
は
甲
山
古
墳
だ
け
だ
そ
う
で

す
。
銅
鏡
２
面
は
、
甲
山
古
墳
か

ら
出
土
し
た
可
能
性
が
高
い
の
で

す
。
甲
山
古
墳
は
、
野
洲
川
下
流

域
の
有
力
者
と
し
て
大
和
の
中
央

政
権
に
参
画
し
、
百
済
と
も
交
渉

を
も
っ
た
人
物
の
墓
と
推
察
さ
れ

ま
す
。

　
（
博
物
館
学
芸
員　

徳
網
克
己
）

ち
出
さ
れ
、
ガ
ラ

ス
玉
２
点
だ
け
が

残
っ
て
い
ま
し

た
。
石
棺
周
辺
に

堆
積
し
た
土
砂
を

ふ
る
い
に
か
け
水

洗
い
す
る
と
、
緑

色
、
黄
色
、
青
緑

色
の
ガ
ラ
ス
玉
（
約

７
６
０
０
点
）、
馬

具
、
甲
冑
、
大
刀
、

鉄
鏃
、
金
糸
な
ど

の
小
破
片
が
見
出

せ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
、
馬
甲
は

日
本
国
内
で
は
埼


